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研究成果の概要（和文）：「芸術の臨床」が地域医療およびコミュニケーションとどのような関係にあるか
というテーマについて、実際の臨床やアートプロジェクトの事例を通して考察した｡その結果、コミットメ
ントの前後に、参加者（患者あるいは他者）とプログラム（治療者あるいは自己）の間にある、イメージを
めぐるルールの変更がメタ・コミュニケーション的に行われることがプロジェクトの必要条件となることを
論じた。 
 
 
研究成果の概要（英文）：To propose possible and social interactions between art project and 
community medicine, we extracted specific communications from several cases of the actual clinical 
practice and our art project. In conclusion, we conjectured that it was absolutely necessary for the art 
project to redefine participant's idea against the program. 
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１．研究開始当初の背景 

生物化学的あるいは臨床科学的医学研究は、

飛躍的な発展を遂げたが、研究の発展が広い

意味での「ケア」の発展には必ずしもつながって

いない。そのため、当時の医学分野においては、

生を目的と手段という見地からのみ科学的に捉

える風潮に歯止めをかけるように、病態を環境ま

で含めた多因子からなるシステムの異常として

捉える NBM(narrative based medicine)-物語に

基づく医療-に脚光があてられるようになってい

た。同様に、芸術表現活動も1960年代以降、個

と社会環境の「相互作用」がテーマとして重視さ

れるようになっており、この方向性は、総合的な

観点を必要とされている現代医学の問題点とは

ほぼ軌を一にしていると思われた。 
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２．研究の目的 

地域医療の現場と芸術表現の機会創出（アート

プロジェクト）の場との間に協働関係を持たせる

ことによって、実際に実現可能なアートプロジェ

クトをフィールドワークとして実践することを中核

とし、下記の問題 

についてあきらかにすることを課題とした。 

 

 (1) 医療面接中の熟練の治療者の映像撮影を

試みることにより治療者から発せられる、言語的、

非言語的な構成成分を余すところ無く記録し、

臨床における技芸（アート）とも呼べる、一種の

芸術表現の可能性を模索する。 

 

(2) 他分野の専門家と勉強会を行い、地域住民

を含めたワークショップを施行することにより、地

域における治療環境にどのような形態の芸術表

現がどのように適合するかを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1) 医療面接における治療者の継時的撮影 

外来医療面接における映像によって治療者の

継続的な撮影を行い、編集、考察を行った。 

 

(2) アートプロジェクト企画・調整 

地域のクリニックとその周辺をフィールドとして、

コミュニティ・ケアを念頭に置いたワークショップ

やアウトリーチプログラム等のアートプロジェクト

を企画・調整、実践した。 

 

(3) 比較研究 

現地調査を重ねながら「formal で private な相互

作用」と「informalで publicな相互作用」との比較

を重視したマイクロエスノグラフィーの方法論を

検討した。 

 

(4) 研究方法の変更 

研究開始当初に想定された日本伝統医療科学

大学院大学が学生募集停止に追い込まれた

ことが決定し、それに併設された医院(日本伝

統衣料科学大学院大学付属医院)でのプロジェ

クト継続が困難となったため、共同研究者・西條

朋行の尽力により、東京都荒川区のあべクリニッ

ク（東京都荒川区）でプロジェクトを継続すること

が可能となった。あべクリニックは個人経営の医

院でありながら、専門スタッフを擁するデイケア

施設をもち、地域との連携も強い個人クリニック

としては希有な医院である。 

 

４．研究成果 

本研究課題は、芸術表現の機会創出（アートプ

ロジェクト）の場、あるいは医療の現場(臨床)に

おいて発揮されている技芸（アート）そのものを

「芸術の臨床」と位置づけ、地域基幹病院をプロ

ジェクト実践の本拠に据え、地域の医療施設と

既成の原理を超えた、その実践的方法論を開

発研究する目的で、以下の実践研究を行った。

本課題の研究成果として挙げられる。 

 

【医療における相互作用に関する調査】 

 医療面接における治療者の継時的撮影・編

集・解析を、精神科面接において、治療者の映

像と音声を撮影、録音し、その集められたナラテ

ィブからプレリミナリーに、formalでprivateな相互

作用について検討した。その結果、ベイトソンの

言う、対称型や相補型の関係を抑制しうる機会と

なるコミットメントであれば、新しい現実を創出す

ることとなり、その気づきは、双方が同時に経験し

ていることが明らかになった。上記を考察し、論

文を作成し、掲載された。 

【媒体別の参加意識に関する調査】 

 あべクリニック（東京都荒川区）をフィールドとし

て、平成20年度に続いて、ビデオ、絵画、写真を

表現媒体とするワークショップを継続的に開催し

た。 

この実践を通じた知見から、メタコミットメントと呼

ぶべき関与がある「遊び」や「作品」は、そのメタコ

ミットメントに含まれる、いまだに遭遇したことのな

い知覚の状態や思考のプロセスによって、表現

するものの興味が喚起され、結果として、より高

次なものへ醸成されていくことを観察し、論文とし

て発表した。写真およびビデオを用いたプログラ

ムが高じて、長時間に渡るセルフ・ドキュメントが

制作されるようになり、それをきっかけとしてグル

ープでの製作だけでなく、信頼関係を確立した

個人(患者)に映像制作を促すことにもなった(ワ

ークショップに関しては次項に詳述)。 

 

【ワークショップ開催による記録的特性による日

常の概念の再考】 

デジタルカメラワークショップ「日常採集」につい

て 

場所：医療法人 讃友会 あべクリニック 

実施時間：13:30～15:00 

期間：2008/12/26～現在 

平均参加者数：８名（閲覧のみ参加は２０～３０

名） 



 

 

 

精神病院が歴史的に社会の周縁に位置づけら

れる事をミシェル・フーコーは論じたが、見る者と

見られる者との権力関係は現在の精神障害者に

も医療行為や病院建築の中に偏在している。見

られる存在としての精神障害者は繰り返し語られ、

写真の被写体としてもダイアン・アーバス等の写

真家によって撮影されてきた。しかし、見る存在と

しての精神障害者について語られることはあまり

ない。 

 ここでは、精神障害者による写真を通して、日

常の概念について考察を行う。日常とは社会背

景や時代背景によって大きな差異が現れる概念

である。パリを記録したウジェーヌ・アジェや１９世

紀の日常を記録した写真を眺めてみると、現在と

は異なる服装や文化の様子を強く感じさせる。一

方では、家族の間の自然な会話の様子など時代

や風土を越える普遍性が記録されている写真も

ある。果たして、精神障害者による日常の写真に

特異的な様子が撮影されるだろうか。 

 

 医療現場で行われる写真のワークショップには

フォトセラピーがあるが、これはジョー・スペンスが

1980年代後半に自身の老いを撮影する中で使

用した用語が発端となっている。国内では山中

康裕著『少年期の心 ‐精神療法を通してみた影

‐』中公新書(1978)で写真を使用した療法につい

て記述されたのが先駆的とされる。現在では、写

真療法やフォトセラピーとよばれ治療的側面や

社会復帰の一助として考えられている。また、障

害者の生活の質向上という社会活動の文脈のな

かで、自己表現という名目から障害者の写真を

展示する企画も多く見られる。これらの活動には

写真を使用しているという手法の違いはあれ、基

本的には絵画療法や一般的なセラピーと大差の

ない概念であると考えられる。 

 

 あべクリニックで行っている写真ワークショップ

「日常採集」は上記の治療的側面や社会活動の

側面からは一線を画すものである。形式としては

ワークショップの形を採るが、講師が知見を教授

する教育モデルではなく、文化人類学等のフィ

ールドワークにおけるインフォーマント（情報提供

者）として参加者を定義してゆく。両者の大きな

違いは、知識の在処が講師側にあるか、インフォ

ーマント側にあるかという点である。収集対象が

「日常」という極めて個人的な差異のある対象で

あるため精神障害者という枠組みを捉えきれな

い可能性は大いにあるが、そもそも精神障害者

が社会の周縁に位置づけられているという考え

方や、特異な存在としての精神障害者が存在す

るのであれば、精神障害者の撮影する写真にも

彼らの視線としての世界像が現れるのではない

かと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【新しい個人映画への展開】 

過去のワークショップ等で信頼関係が確立して

いて、さらには映像表現に高い関心をもつ統合

失調症の病歴をもつ協力者数名にビデオカメラ

を貸与し、彼らの日常を彼らなりの手法(ビデオ

カメラの操作方法だけを教授し内容に関しては

一切関知しない方法)で映像表現するという「セ

ルフドキュメンタリー」という手法を確立した。本

研究では、それも映像メディアを介した、ひとつ

の NBM(Narrative Based Medicine)のひとつと考

えている。現在は撮影だけであるものの、さらに

は編集技術を習得するという段階で現在までに

編集からパッケージ化の道を探り、ひとつの方

法論として確立しつつある。 

 

【東日本大震災関連インタビュー調査】 

現在公開の方法を、関係者の利害調整も含め

て検討している。また研究計画にはなかったが、

東日本大震災の発生に伴い、急性精神疾患に

現地で対応する盛岡晴和病院の智田文徳医師

へのインタビューを行うなど、現地調査を行い映

像によるインタビューを収録し、その成果の一部

はせんだいメディアテーク(宮城県仙台市)「331

をわすれないセンター」に寄贈された。 

 

【研究成果の総括】 

(1) 医療面接における治療者の継時的撮影に

関しては、地域クリニックでの精神科面接におい

て、治療者の映像と音声を撮影、録音し、その

集められたナラティブから精神科面接にて生じ

ている相互作用について検討した。その結果、

会話の内容そのものよりも、患者と治療者の間

にあるイメージをめぐるルールの変更がメタ・コミ

ュニケーション的に行われることが回復の必要

条件であることが帰納的に推察された。 

 

(2) アートプロジェクト企画・調整および実践に

関しては、地域医療の中核となっているメンタル

クリニックのデイケア施設において、写真撮影の

ワークショップを継続的に行い、さらに「セルフド

キュメンタリー」の手法に基づく、ビデオ撮影のワ

ークショップを開始した。その結果をまとめて地

域クリニックにおいて研究会を実施し、関連諸領

域の専門家や、地域住民の参加を得た。 

 

(3) 本研究を通じて、「セルフ・エデュケーション」

という方法論がメディア利用との関係から明らか

になった。 

セルフ・エデュケーションとは、個人が試行錯誤

を重ねながら、他との関係性も含めて把握あるい

は巻き込まれることで、自分なりの表現、批評を

行い、自己を成熟させていくという過程や方法を

意味する。 

統合失調症や糖尿病など、慢性の病においては、

症状が寛解(治癒と再発の中間状態)に至り、維

持期(症状が落ち着いた状態)となっても、再燃防

止のための数年あるいは数十年にわたる薬物療

法、生活習慣、対人交流、思考様式にまで及ぶ

セルフ・コントロールが必要となる。再発防止のた

めに、疾病教育としてそれらの重要性を頻繁に

患者に説明し、それらを効果的に行うデバイスや

ツールの開発も日々なされている一方で、統合

失調症患者の半数が治療を中断し、その約7割

が再発するという報告や、糖尿病患者において

は2-4割の患者が治療を中断し、重篤な合併症

を患うという報告がなされている。知的発達の問

題がなく、現実検討能力が十分に保持されてい

る事例においても、この現象が頻繁に生じている

ことからは、知性や意志のレベルへの働きかけだ

けでは不充分であり、感情、情動をこそ説得させ

るような働きかけが必要であることが認識される。 

 一方、脳科学研究においても、情動体験を伴う

記憶は長期に保持されることが明らかになってお

り、「最初に情を説得する」というアプローチの検

討は急務であると思われる。その点で何らかの芸

術表現や創造的な行為の貢献は必要条件とな

る。 

 ベイトソンが行為としての芸術について「獲得

された無意識的な前提と、より個別的な意識内

容および具体的行為の間に橋を架けるもの」とし

ているように、上述のような、制約のない映像制

作などの、セルフ・エデュケーションの発露が観

察されうる芸術や創造行為は、知覚でき意識で

きる具体的行為を通して、意識下に潜む感情や

情動を大きく揺さぶることが可能である。逆に慢

性疾患の患者が、感情の納得に至ることで、セ

ルフ・コントロールが無意識的な前提となり、寛

解状態の維持へ具現化するプロセスは、セル

フ・エデュケーションが発露する創造的な状態と

言える。 

 

(5) 比較研究とその評価に関しては、現在まで

に、海外、国内において行われてきた、芸術と

臨床のコラボレーションを概観し、また、上述(2)

で得られたコミュニティ・ケアへの発展の方法や、

マイクロエスノグラフィーの方法論を２本の

新規論文にまとめ掲載された。 



 

 

(6) さらには継続的なワークショップの成果とし

て、自発的に個人映画を製作する参加者(統合

失調症の羅漢者)が出現し、コミュニティ・ケアの

場での啓発が表現の欲動に通じる次なる研究テ

ーマへの重要な試金石が得られた。 
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